
東光まちづくり推進協議会 会議録 令和８年度 第１回 

会議概要 

日時 令和８年６月２５日（木曜日）午後６時００分から午後８時００分まで 

場所 東部住民センター ２階 大集会室 

出席者 委員（１５名、正副会長以外は 50音順） 

原田会長、玉田副会長、赤坂委員、阿曽沼委員、五十嵐委員、石原委員、 

兼松委員、齋藤委員、中島委員、中田委員、中村委員、南向委員、 

本間（雅）委員、牧野委員、増子委員 

（欠席 西田委員、本間（健）委員） 

オブザーバー 

 地域まるごと支援員   正木、林 

事務局 

 市民生活部        樽井部長 

 まちづくり協働課     中瀬主幹 

東部まちづくりセンター  原所長、武田主査、岡田 

その他 

東光公民館        長岡館長 

 社会教育課        小島主幹、跡部 

 地域コーディネーター   久保、小石 

 公共施設マネジメント課  紙谷主幹 

会議の公開・

非公開 

公開 

傍聴者の数 ０名 

会議資料 次第 

資料１  東光まちづくり推進協議会委員名簿（令和８年５月２８日現在） 

資料２  旭川市地域まちづくり推進協議会設置要綱 

資料３  東光まちづくり推進協議会の会議ルール（案） 

資料４  令和８年度地域で使える補助制度 

資料５  東光まちづくり推進プログラム 

資料６  令和８年度東光まちづくり推進協議会年間スケジュール（予定） 



議事の内容 

1 開会 

会長が選出されるまで、事務局が進行を行った。 

2 市民生活部長あいさつ  

市民生活部部長から挨拶があった。 

３委員及び事務局等の紹介 

 委員の自己紹介のあと、事務局からオブザーバー及び事務局等の紹介を行った。 

4 会議の運営方法について 

（１） 会長選出 

事務局から、資料 2 に基づき説明を受け、委員の互選により原田委員が会長に選出された。 会

長選出後、会長が進行を行った。 

（２） 副会長指名 

会長の指名により、玉田委員が副会長に選出された。 

（３） 会議ルールの説明 

事務局から、資料 3 に基づき説明があった。 

各委員から特に発言はなく、事務局案のとおり確認された。  

５ 協議事項 

（１）旭川市地域まちづくり推進事業補助⾦・負担⾦について 

 事務局から、資料４に基づき説明があった。 



各委員から特に発言はなく、資料のとおり確認された。 

（２）東光まちづくり推進プログラムの内容について 

 事務局から、資料５に基づき説明があった。 

各委員から特に発言はなく、資料のとおり確認された。 

（３）東光地域で実施される課題解決の取組について 

 事務局から、参考資料１に基づき説明があった。 

 今年度の事業について、各実行委員から活動報告があった。 

 

「茶道を通して心を育むWAの学校事業」 

・今年は９／５（土）にリハーサル、９／６（日）が本番で、秋祭り茶会を行う。今年で３回目

の開催。“竹取物語”をテーマに大学生が主体となり、会場（啓明地区センター）の設営を行う。

ＬＥＤライトを使用した暗めの照明でお茶会が行われる予定。 

 

「こども・みらい事業」 

・昨年度に引き続き、午前中のこども食堂の後に学習支援を行っている。家庭学習や、自由に好

きなことを学んでいる。９／２６には、東光児童センターとわいわい食堂、ごごべんがコラボし

てセンター祭りを開催予定。また、インターネットに関する研修会は、今まで子どもを対象に行

われてきたが、今年度は子どもの親御さんに対しても、ＳＮＳに関することをテーマに行う予定。 

 

「シニアいきがい事業」 

・６／１７（水）にパティスリーフゥ！！を会場に、認知症カフェ（ちよだカフェ）が行われた。

お店の協力もあり、飲食しながらの開催は５年ぶり。今回の参加者は１２名で、アットホームな

雰囲気の中、会話を楽しむ参加者の姿が見られた。今年度、第２回の開催も予定しており、詳細

については実行委員会で打合せ予定。 

 

「東光（Ｕ・Ｄ）チクリンピック事業」 

・８／２９（土）に東光健康ウォーキングを開催する。当日は龍谷高校陸上部とインターアクト

クラブの生徒さんにも参加してもらう予定。また、１０／２（金）に市民委員会対抗パークゴル

フ大会を開催する。ボッチャ体験会とボッチャ大会も日程は未定だが、今年度も予定している。 

 

「東光消防団活性化事業」 

・８／９（日）にアモールショッピングセンターで行われる豊岡ふれあい祭りに参加する。消防

車の乗車体験や、防火服の試着、啓発グッズの配布が行われる予定。昨年度は消防団のブースに



３００名程お越しいただき、大盛況だったため、今年度も地域のイベントを通して消防団の活動

をＰＲし、地域の自主防災意識向上に貢献したい。 

 

「いつも笑顔で世代間交流事業」 

・スポーツ吹き矢による健康づくりと交流を目的に開催。毎月第２・４金曜日。 

吹き矢の道具は各自で用意しており、費用もかかるため、参加者は増えておらず、１０名程度で

親睦を深めながら活動を行っている。 

 

（４）年間スケジュールについて 

 事務局から、資料６に基づき説明があった。 

各委員から特に発言はなく、資料のとおり確認された。 

６ その他  

協議に先立ち、公共施設マネジメント課担当者から、「地域集会施設の活用に関する実施計画（改

訂版）」の策定への協力に対するお礼と取組についての行政情報の提供があった。 

続いて、社会教育課から「地域学校協働活動」についての説明及び地域コーディネーターの紹

介があった。 

続いて、まちづくり協働課から「旭川市地域自治推進ビジョンの改訂」についての説明があっ

た。 

 

協議後、事務局から、次の点について説明があった。 

１．地域のチカラ（令和７年度版）について 

２．東光まちづくり連絡会について 

３．会議の案内について 

４．報酬について 

５．次回会議の日程について 

６．とうこう新聞発行実行事業について 

 

原田会長から、まちづくり協議会の在り方について、滋賀県大津市の資料を参考に情報提供と

今後の会議に対する課題提議があった。 

 

委員から、会議の冒頭でまちづくり協働課から説明のあった「旭川市地域自治推進ビジョンの

改訂」について、具体的に、まちづくり推進協議会にはどのように関連するのか質問があり、確

認し、後日回答をすることとなった。 



７ 閉会  


